
令和６年度 大学卒業程度（チャレンジ型） 第２次試験 論文課題

目指すべき３つの高知県像「いきいきと仕事ができる高知」、「いきいきと生活

ができる高知」、「安全・安心な高知」を実現するために、あなたが重要だと考え

るキーワードを１つあげ、高知県として具体的にどのような取り組みをしていけば

よいか、そのキーワードを用いてあなたの考えを述べてください。

本年１月に発生した能登半島地震では、半島部の山間地や沿岸地域において、道

路が寸断されたことで、救助活動や物資輸送に大きな影響を与えており、本県でも、

南海トラフ地震が起きた際には、このような状況が確実に起こると考えています。

大規模災害時において、道路は、救援・復旧活動や事業の継続に資する輸送体系

として、安全性や多重性、代替性が求められるとともに、特に、緊急輸送道路には、

被災直後から復興期までの様々なステージで「命の道」として機能する高い信頼性

も求められています。

そこで、災害に強く、災害に備える道路交通体系を確保する方策について、ソフ

ト・ハードの両面から、あなたの考えを述べてください。
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高知県では、「地域で暮らし稼げる農業」を目指し、農業者や農業団体とともに、

農業のデジタル化やグリーン化、グローバル化など様々な取り組みを実施していま

す。

デジタル化では、ＩｏＰクラウド「ＳＡＷＡＣＨＩ」に、栽培、出荷、流通など、

様々なデータを収集・蓄積し、経験と勘に頼る農業から、データに基づいた農業へ

の転換を進めています。

グリーン化では、有機農業やＩＰＭ技術、未利用資源の有効活用、省エネ対策な

ど、環境負荷を軽減した持続的な農業への転換を、グローバル化では、オランダと

の交流をはじめ、ユズやグロリオサなどの農産物の海外への輸出を進めています。

そこで、高知県の農業が、魅力ある職業として将来にわたって持続的に発展する

ためには、どのようなことに取り組んでいくべきか、具体例を挙げてあなたの考え

を述べてください。

森林資源が成熟し、木材として利用可能な人工林が増加する一方で、原木価格は

長期にわたって低迷（外材不足等が原因となる一時的な高騰を除く。）しており、

例えば、現状で50年生のスギ人工林の主伐（皆伐）からはじまり、その後、スギ

の造林（植林）・保育により次世代の森林を造成するまでの間の収入から経費を差

し引いた林業収支は、条件によってはマイナスになるという国の試算があります。

そこで、本県の豊富な森林資源を循環利用し、持続的に林業・木材産業を振興し

ていくため、こうした林業収支を改善していくことの必要性に触れながら、その改

善に向けてどのように取り組むべきか、幅広い視点から、あなたの考えを述べてく

ださい。
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